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   令和 3 年度 第 2 回 宝塚市立図書館協議会（書面会議） 概要 

 

１ 開催日時及び場所 

   令和 4 年 3 月 17 日（木）～27 日（日）  宝塚市立中央図書館 

 

２ 意見書提出委員 

  委員（6 名）   大城委員、中委員、久野委員、藤井委員、豊蔵委員、能勢委員 

 

3 報告事項 

（1）令和 3 年度事業報告について 

 （事務局） 

 中央図書館 

① 宝塚市と武庫川女子大学との包括連携協定に基づく連携事業(４~７月) 

中央図書館の集客力を高めるための様々な取組の検討を行った。学生による商圏

調査、先進事例研究、市民へのアンケート、図書館との協議を経て、図書館前広場

と北西側広場の活用と図書館の集客についての企画提案を受けた。SNS を活用し

た PR や若者が興味を持ちそうな企画など、これまでにない視点での提案であり、

コロナのため今年度中に実現することはできなかったが、来年度以降、広場の活用

に活かしていきたい。 

企画提案 1 マルシェ＆ハンドメイド 

地元のカフェ、花屋、古書店などの出店を誘致したマルシェと、10～20 代の人

が興味を持ちそうなクラフト教室を開催する。図書館内では、関連書籍の展示な

どを行い、広場イベントから図書館利用に繋げる。 

企画提案 2 屋外映画鑑賞＆図書館×脱出ゲーム 

原作小説がある映画など、図書館利用に繋がる作品を選んで屋外映画鑑賞会を

行う。広場と図書館内で、アプリを使って本に関するクイズを解く脱出ゲームを

行う。 

② 好奇心クラブ（新規事業・認知症への理解を深め、認知症を予防する）（9 月～3 月） 

認知症にやさしい図書館を目指す取組として、認知症サポーター養成講座や宝塚

市の歴史講座、懐かしい映画についての講座などを開催。 

③ 古文書入門講座～江戸時代のくずし字を読む～（市史資料室主催）（10 月～11 月） 

全 3 回で宝塚市に関する古文書について、読み方と当時の宝塚の生活について楽

しく学ぶ講座を開催。 

④ 空調工事のため中央図書館休館（11 月 1 日～12 日） 

中央図書館では予約図書の貸出のみ継続、各分室と移動図書館は通常開館。 

7 日（日）には、北西側広場にてテントショカンを開催。図書の貸出、テントの中
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での絵本の読み聞かせ、缶バッチ製作、リサイクル図書の配布を行った。開架部分

の棚卸を実施。 

⑤ 旧松本邸秋の一般公開（11 月 1 日～7 日）市史資料室主催 

一般社団法人宝塚まち遊び委員会の協力を得て、建築の専門家による館内解説、ヴ

ィオラ・ダ・ガンバコンサート、紅茶ワークショップ、絵本の読み聞かせ等を行っ

た。 

⑥ 西谷森の図書館（社会教育課との共催事業）（11 月 14 日） 

宝塚自然の家に移動図書館車で出動、図書の貸出、テントの中での絵本の読み聞か

せ、缶バッチ製作を行った。 

⑦ 第 3 回ことばの祭典・ビブリオバトル（学校教育課との共催事業）（11 月 27 日） 

小学生～高校生対象のビブリオバトルを開催。チャンプ本：小学生の部『区立あた

まのてっぺん小学校』 中高生の部『ちょっと今から仕事やめてくる』 

⑧ レコードコンサート in ベガ・ホール（12 月 13 日）  

生演奏で楽しむ室内楽。モーツアルト「クラリネット五重奏曲」ほか 

⑨ 読書講演会「図書館からはじめる恐竜学」（会場：ベガ・ホール）（1 月 16 日） 

国立科学博物館副館長の真鍋真さんを講師に迎え、小学生から大人まで楽しめる

講演会を開催。同時に兵庫県立人と自然の博物館より移動博物館車「ゆめはく号」

を招き、恐竜化石のレプリカの展示等を行った。 

⑩ 「たからづかデジタルミュージアム」公開（市史資料室・社会教育課事業）（2 月 1

日） 

宝塚市の貴重な歴史資料や文化財資料のデジタルデータをオンライン上で誰でも

自由に閲覧できるサイトを公開した。また、これに合わせて、公開資料の原本を展

示する「たからづかデジタルミュージアム展」と「たからづかデジタルミュージア

ム活用講座」を 2 回開催。 

⑪ 小浜・安倉分室テントショカン（3 月 26 日） 

令和 2 年開室の小浜・安倉分室で絵本の読み聞かせ、缶バッチ製作、リサイクル図

書の配布などのイベントを開催、地域住民に分室の存在をアピールする。 

西図書館 

① 西公民館・西図書館館内照明 LED 化工事実施(5~6 月) 

館内照明の LED 化を実施。開架コーナーをはじめ館内照明の照度が改善した。 

② ストリーテリング養成講座（７月～11 月） 

講師に一居 明子氏を迎え、おはなしの選び方や、語り方など、ストリーテリング

の基礎について学ぶ講座を全４回で開催した。 

③ リサイクル雑誌配布会（10 月９日） 

図書館で保存年限が過ぎた雑誌を無料で配布した。 

④ 子育て応援！図書館利用のための託児サービス（新規事業）（10～11 月） 
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育児中の利用者が、気軽に安心して、ゆっくり本を選んだり、楽しんだりできるよ

うに西図書館で託児サービスを実施した。全 4 回。子育てボランティア「ちゅうり

っぷ」が託児を実施。 ※NHK ニュースで放映された。 

⑤ リサイクル図書配布会（西公民館まつりとのコラボレーション企画）（10 月） 

図書館で不要となり、廃棄になる図書を無料で配布 

⑥ ぬいぐるみのおとまりかい（10 月 30 日） 

おはなし会の後、お気に入りのぬいぐるみが図書館でおとまり。翌日のお迎えの時

に図書館でのぬいぐるみの様子の写真をプレゼントする。小学生以下対象、4 部制

（定員各 20 人）。 

⑦ 絵本で楽しむ手話の世界（障碍福祉課と共催）（11 月 21 日） 

中央図書館で毎月開催のイベントを西図書館でも開催。絵本を通して手話に親し

んでいただく。 

⑧ 西公民館・西図書館空調外改修工事（12 月～R4.5 月） 

開館 27 年を経過し、老朽化した空調設備・屋上防水・受変電設備の改修工事を実

施中。工事期間中、西図書館休館。 

※西図書館休館中の対応 

・市立小林フラワーガーデン 9：30～17：00（水曜日休み） 

予約図書の貸出・返却等 

・くらんど人権文化センター 10：00～16：30（日・水曜日・祝日休み） 

2 階資料室に西図書館の図書約 4,000 冊を並べ貸出・返却 

おはなし会などの行事を開催 

・移動図書館すみれ号の巡回 隔週の日曜日、10：30～15：00 

市立小林フラワーガーデン敷地内に移動図書館すみれ号が巡回 

⑨ 司書が選んだ福袋(1 月) 

英字新聞で包んだ本（1～3 冊）を表に貼られた一言をヒントに選んでもらい貸出

する。 

⑩ 子ども向け講演会（子ども読書活動推進計画関連事業）（会場：ソリオホール）（3

月 12 日） 

講師に岡田淳さんを迎え、「ぼくはこうして作家になった。そしてこうして物語を

つくっている。」と題して講演会を実施。 

  

（委員からの意見） 

・図書館は、市民交流、憩いの場であってほしい。コロナ対応をしながらの行事開催は

有意義だったと思う。西図書館「ぬいぐるみのおとまり会」は人気だと思う。 

・朗読ボランティアグループ「テープライブラリー宝塚」の活動の一つ、視覚障碍者と

の対面朗読は、西図書館の工事中は中央図書館で行ったが、コロナの影響で中止せざる
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を得ないこともあった。 

・「緊急事態措置」「蔓延防止等重点措置」などの期間中にも開館されたことはよかった。

また、コロナの影響で制限のある中、多くの事業を実施していることに敬意を表したい。

指定管理者制度が導入されずに本当に良かった。 

・学生による調査、SNSを活用した PR や若者が興味を持ちそうな企画など、「これま

でにない視点での提案」は、画期的な取組だと思う。 

・読書講演会「図書館からはじめる恐竜学」に出席し、職場にも案内した。真鍋真先生

の柔らかな語り口で小学校低学年でも飽きさせない良質な講演会だった。熱心な子ど

もたちの質問に、先生が多くの時間を割いて丁寧に回答してくださった。 

・たからづかデジタルミュージアムを閲覧した。宝塚市史で水資源管理の様子や、たか

らづか文化財さんぽマップで古墳が多いことなど、知らないことに触れる良い機会だ

った。 

子供達や若い方に触れてもらうために宝塚由来の手塚治虫や宝塚歌劇団のコンテンツ

を入れたり、そのようなサイトとの相互リンクを付ける事等できないか。また、学校で、

たからづかデジタルミュージアムを使って調査する課題があってもいいと思う。 

・子育て応援！図書館利用のための託児所サービス(新規事業)について 

現在、中学生、高校生、大学生に個別指導の形で理数系科目を教えているが、読解力の

低下が感じられる。ゲームや動画視聴に費やされ、読書の時間が少なくなっていること

が原因の一つと考えられる。保護者の読書を支援することは、子どもが本に親しむこと

への良い影響があるものと期待され、素晴らしい事業だと思う。 

本事業に加えて、子どもの成長の段階ごとに読書を推進させる支援策がいくつかあれ

ばより強い効果があると思う。 

 

（事務局から） 

・コロナの影響下での事業の実施について評価していただき、ありがとうございまし

た。令和 2 年度に比べると、標準的なコロナ対応が確立し、事業を実施しやすくなった

と思います。今後も、感染対策を図りつつ、様々な事業を実施していきたいと考えてい

ます。 

・市立図書館で活動しておられるボランティアの皆さんには、コロナ禍の中でも様々な

事業にご協力いただき、感謝しています。 

・武庫川女子大学の学生による企画提案は、授業の一環として積極的に取り組んでいた

だきました。コロナ禍のため、図書館との会議はほとんど Zoom で行いましたが、最終

回には学生も来館し、すばらしいプレゼンテーションを披露してくださいました。来年

度以降の事業に活かしていきたいと考えています。 

・読書講演会は、これまで文学に関するテーマが多かったのですが、今回は自然科学分

野の講演ということで、親子での参加も多く、移動博物館車も楽しんでいただけたと思



5 

 

います。 

・「たからづかデジタルミュージアム」を令和 4 年 2 月に公開しました。手塚治虫や宝

塚歌劇については、著作権上の問題もあり、直接このサイトに掲載することは難しいと

思いますが、相互リンクについては、今後検討していきたいと思います。また、このサ

イトの構築に共同で取り組んだ社会教育課が教育用コンテンツの作成を目指している

ほか、市史資料室では貴重な資料の更なる公開のために準備しています。教育長や学校

教育部を対象としてサイトの説明会を開催したところ、大変興味を持っていただき、今

後は授業での活用にむけて協力していきたいと考えています。 

・子育て応援！図書館利用のための託児所サービスについて 

 当該サービスは、幼い子どもを育児中の方が図書館でゆっくり本を選んだり、読書を

楽しみやすくするために実施する事業で、令和 4 年度については、回数を増やし充実

を図ります。また、「宝塚市子どもの読書活動推進計画（第 3 期）」に基づき、引き続き、

子どもたちの読書活動を支援する取組を進めていきます。 

 

（2）令和 3 年度のコロナ対応について 
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（委員からの意見） 

・利用者に対しての図書館の方針は分かったが、コロナ禍の中での閉館や開館時間短縮

の中で、館内ではどのような仕事をし、どのようなオンライン発信やオンラインサービ

スをしていたのかが書かれていない。また、それをしっかり利用者に告知、報告したの

かも明記してほしい。 

 

（事務局から） 

・令和 2 年度当初の緊急事態措置の時には全館休館しましたが、令和 3 年度について

は、中央図書館、西図書館、小浜・安倉分室は休館せず、滞在時間 30 分以内、貸出返

却のみの利用をお願いして開館していました。中山台分室と山本南分室は、それぞれの
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入った施設が閉館したため、やむを得ず休室しました。分室の休室および中央・西図書

館の業務の縮小時には、廃棄図書の選定や各種掲示物の見直し、書架配置の調整など、

通常開館時にはまとまった時間を取れないような業務を進めることができました。ま

た、分室職員に対して中央図書館で研修を行うなど、職員の交流とスキルアップに努め

ました。オンラインでのサービスについては、令和 2 年度から「おうちでとしょかん」

として、中央図書館で活動するボランティアグループ「ちょうちょ」による紙芝居の動

画配信を続けています。また、Titter での情報提供を行っていますが、更新頻度や内容

に課題があり、魅力的な情報発信の手段として活用できるよう努めてまいります。 

 

（3）令和 4 年度の事業計画について 

 （事務局） 

中央図書館 

① 施設関連 

1. 高圧受電設備改修工事（１月） 

2. 空調機器更新工事設計委託 

3. 聖光文庫床補強工事設計委託 

 

② 図書館行事ほか 

1. 好奇心クラブ（認知症への理解を深め、認知症を予防する） 

認知症にやさしい図書館を目指す取組として、認知症サポーター養成講座や

宝塚市の歴史講座、懐かしい映画についての講座などを開催。 

2. 古文書入門講座～江戸時代のくずし字を読む～（市史資料室主催） 

全 3 回で宝塚市に関する古文書について、読み方と当時の宝塚の生活につい

て楽しく学ぶ講座を開催。 

3. たからづかデジタルミュージアム講座（市史資料室主催） 

「たからづかデジタルミュージアム」の楽しみ方や、宝塚市の歴史について学

ぶ講座を開催。 

4. 第 4 回 ことばの祭典・ビブリオバトル（学校教育課との共催事業） 

5. 市民アンケートの実施 

6. 利用者満足度調査の実施 

7. 「宝塚市子どもの読書活動推進計画（第４期）」策定作業 （令和５年度策定予定） 

 

西図書館 

① 施設関連 

1. 空調外改修工事（R3.12 月～R4.5 月） 

2. 開架コーナー書架の更新 
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② 図書館行事ほか 

1. 6 月の図書館再オープン時にイベントを実施 

 ① 公民館と連携し、イベントを実施。 

 ② イラスト入りオリジナル図書館バッグを配布（先着 500枚・高校生以下対象） 

 ※ ①、②とも詳細は検討中 

2. ストーリーテリング養成講座（全 5 回） 

一居 明子氏を講師に、ストーリーテリングを行う語り手を養成するための

講座を開催。 

3. 子ども向け講演会の開催 

 「子どもの読書活動推進計画（第 3 期）」関連事業のとして、第 3 回目となる子

ども向け講演会を開催（小学生～高校生向け）。※ 講師等詳細は未定 

4. ぬいぐるみのおとまりかい 

 2010 年 12 月に「国民読書年」を記念した児童向けの行事として第 1 回目を実

施して以来、今回で 14 回目となる西図書館の人気行事を実施。 

5. 子育て応援！図書館利用のための託児サービス 

 令和 3 年度に新規事業として開始。令和 4 年度は回数を拡充して実施。 

6. 図書館利用券とマイナンバーカードとの連携 

 図書館利用券とマイナンバーカードとの連携を行い、マイナンバーカードで図

書の貸出を行うことができる。また、阪神間の図書館の相互利用を行う場合、各市

町がワンカード化に取り組むことで、複数枚図書館利用券を所持することがなく

なる。 

 

（委員からの意見） 

・「好奇心クラブ」というのは素敵な命名だと思う。認知症の方と図書館をどうしたら

つなげられるか考えてみたい。 

・デジタルミュージアムの OPEN も嬉しい。QR コードから簡単に入れるのも便利。

早速のぞいてみた。 

・「これまでにない視点での提案」はとても画期的な取り組みなので成功させてほしい。 

・市民主体のイベントをもっと増やしてもいいのではないかと思う。 

・中央図書館で、色々な工事の予定があるようだが、中央図書館の入口が暗い印象なの

で、何か工夫できないかと思う。またコロナ対策での図書館入口、体温計測の機器もう

まく作動していないと思う。 

・令和 4 年度の事業には、武庫川大学とのコラボ企画は入ってないが、広場の活用のた

めに実行してほしい。 

・図書館利用券とマイナンバーカードとの連携については、グループ活動において、視

覚障害の方から録音図書の依頼があった際に、図書のページ数によっては、図書が 2 冊
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必要なこともあり、ワンカード化になるとスムーズに他市を利用しやすくなり便利だ

と思う。市民にとっても、市の境に住んでる方にとっては便利となると思う。 

 

（事務局から） 

・「たからづか好奇心クラブ」は、認知症の予防には好奇心を刺激することが効果的と

いう観点から名付けた取組です。認知症サポーター養成講座などの認知症関連の取組

と、世代を超えて興味がある人はどなたでも参加できるような講座の開催との両輪で

実施していきます。 

・「たからづかデジタルミュージアム」は、コンテンツの充実に努めていきます。 

・広場の活用については、コロナの感染状況を注視しつつ、事業を実施していきたいと

考えています。 

・市民主体のイベントにつきましては、現在もボランティア主催のイベントや、市民団

体と協力してのイベントを開催しています。令和 3 年度には、コロナ禍で中止となっ

たイベントも多くありましたが、令和 4 年度以降には、また様々なイベントを開催で

きるよう努めます。 

・中央図書館入り口や体温計測機器について、貴重なご意見をありがとうございます。

改善に向けて検討してまいります。 

・図書館利用券とマイナンバーカードとの連携については、ワンカード化を図ること

で、市民・利用者の利便性向上を図るものです。阪神間では、西宮市、三田市が既に導

入しており、令和 4 年度中に芦屋市、宝塚市が導入する予定です。 

 

（3）そのほかのご意見 

・新型コロナウイルス感染症収束の見通しが立たない中で、多彩な催しを含む図書館サ

ービスをしており、努力が伺える。ただ、いずれの資料とも、実数、対比、予算等の記

述がないのは物足りなさを感じる。次回もしくは年報等で公表されるのかもしれない

が、速報値でも記してほしい。また、Web 公開の年報発行月が一定してない。 

・たからづかデジタルミュージアムの「翻刻機能」はよくできている。今後の利用促進、

コンテンツ充実を期待している。 

・次回以降も、オンライン参加または書面での参加ができるよう検討してください。 

 （事務局から） 

・今回の書面会議の資料について、実数、対比、予算等の記述がなく、ご意見を頂戴す

るのに不十分な資料となってしまい、申し訳ありません。貸出実績や行事の開催回数、

参加人数等の令和 3 年度の統計につきましては、次回の図書館協議会でご報告いたし

ます。また、予算については、令和 3 年度末に令和 4 年度予算が成立しましたので、こ

ちらも次回ご報告いたします。 

・年報の Web 公開時期については、できる限り一定の時期に公開したいと考えていま
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す。阪神間の各図書館の状況を記載する部分について、阪神地区公共図書館協議会の報

告を待つ必要があり、Web 公開が一定しない一因になっていますが、できる限り速や

かに公開できるよう努めてまいります。 

・図書館協議会へのオンライン参加や書面参加につきましては、感染状況に関わらず検

討してまいります。 

 

*************  

  

この度は、年度末のお忙しい時期にも関わらず、宝塚市立図書館協議会の書面会議にご協

力いただき誠にありがとうございました。 

コロナの感染状況が読めない中、対面での会議を断念し、書面での開催となりましたが、

たくさんの貴重なご意見を寄せていただきました。一つ一つのご意見をこれからの図書館

運営に活かしてまいります。 

今後とも宝塚市立図書館の活動にご理解ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

宝塚市立中央図書館長 

永尾 理恵子 

宝塚市立西図書館長 

上木 英一郎 

 


